
自分の実践を振り返る

いい機会になった。 

 

 

2019 年度 権利擁護センターぱあとなあ東京 研修のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修の目的＞  

報告者・・決められた時間の中で、他者に実践を的確に伝える、プレゼン力をつける 

参加者・・報告者の実践を聞き取り、適切な質問を行うことができるようになる 

また、自らの実践報告に繋いでいく力を磨いていく 

 

3 名の会員が自らの実践について報告をします。 

認定社会福祉士を目指す会員が増え、今後実践報告が求められる場がますます増えてい

きます。11 月 23 日には東京社会福祉士会の「実践研究大会」が開催されます。また、 

２０２２年度の全国大会は東京で開催されます。日々の社会福祉士としての実践を 

より多くの方へ伝えるためにもぜひ、この報告会をご活用ください！！ 

＊報告者とは SV 参加のもと、事前打ち合わせの時間を設けます。  

報告者・参加者ともに募集します！！ 
申込 URL: https://formcreator.jp/answer.php?key=DvOUF3lsTrLY7WoVSHrB1g%3D%3D 

 募集〆切：７月１日(月)まで  多くの皆様の参加をお待ちしております。  

 

 ↓↓これまでの報告題目（例）↓↓  

   ・意思決定支援の可視化の有用性について            

   ・「天涯孤独」と語るクライエントへのナラティブアプローチ     

   ・支援者としての「葛藤」～知的障害者の支援を通じて～ 

   成年後見実践に限りません。ソーシャルワーカーとしての 

   あなたの実践を報告ください。 

 

『実践報告会』 
 日時：2019 年 7 月 6 日（土） 

13：30～16：30（受付 13：00 より） 

会場：立川市市民会館 第６・第７会議室 

参加費：ぱあとなあ東京名簿登録者 無料 

      上記以外 １，０００円 

定員：３０名 

報告者・参加者大募集！！ 

発表することで新たな

気づきが生まれた。 

 

報告者の感想 

同同日日午午前前中中、、立立川川市市市市民民会会館館内内ににてて、、  

「「後後見見事事例例検検討討会会」」をを開開催催ししまますす 

https://formcreator.jp/answer.php?key=DvOUF3lsTrLY7WoVSHrB1g%3D%3D

